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報道関係各位 

2017 年 12 月 14 日 

ARUHIが東証一部上場 

                              カーライル・グループ 

 
グローバルに展開するオルタナティブ投資会社であるカーライル･グループ（日本代表：山田和広、
本社：米国ワシントン D.C.、以下カーライル）は、投資先のアルヒ株式会社（東証一部、銘柄コ
ード 7198、本社：東京都港区、代表取締役会長兼社長 CEO兼 COO：浜田 宏、以下 ARUHI）
が 2017年 12月 14日をもちまして、東京証券取引所第一部に株式公開し、上場しましたことを
お知らせいたします。 
ARUHI の東京証券取引所への上場に際して、カーライルは保有する株式のうちの約 59.5％を売
り出すとともに、うち約 3.5%をオーバーアロットメントによる売出しに充てます。 
 
ARUHI は、全国 128 の店舗で様々なニーズにお応えする住宅ローン商品をはじめ、理想の家探
しのサポートから、住宅購入後の日々の暮らしの優待サービスまで、ライフステージに合わせ豊
かな住生活の実現をサポートする企業です。 
 
2014 年 8 月にカーライルが筆頭株主となり、ARUHI はカーライルとの緊密な連携・協働のも
と、企業価値の向上を目的として、経営基盤の強化のための様々な施策を実施してきました。具
体的には、組織力・人財の強化・育成、商品・チャネル戦略の見直し、「ARUHI 家の検索」・
「ARUHI暮らしのサービス」等の新規サービスの立ち上げ等を全力で推進してきました。その結
果、業績の成長及び今後の成長戦略の１つとしてのプラットフォームの構築・収益化へ向けた取
り組みが本格化したことを踏まえ、今回の上場を決定するに至りました。尚、上場後も、カーラ
イルは ARUHI の長期的な会社成長を実現すべく、ARUHI を支援し続けていく予定であり、引
き続き社外取締役を 1 名派遣予定です。 
 
ARUHI の浜田宏代表取締役会長兼社長 CEO 兼 COO は本件に関し次のようにコメントしていま
す。 
「カーライルには組織面・事業面の双方において、当社の企業価値向上に多大なご尽力を頂きま
した。ARUHIはお客様の人生に寄り添いながら応援していく、『住生活プロデュース企業』をさ
らに進化させるとともに、お客様と金融機関様、不動産会社様、消費者向けメーカー・サービス
業者様のプラットフォームの役割も担うべく挑戦しております。この度の上場を新たなスタート
として、従業員一同、上場企業としての社会的責任を一層自覚し、株主の皆様のご期待に沿うよ
う、努力してまいる所存でございます。」 
 
カーライル・ジャパン・エルエルシーの山田和広マネージングディレクター兼日本代表は本件に
関し次のようにコメントしています。 
「カーライルは 2014 年 8 月に投資を実施して以来、ARUHI と協働して、経営体制の強化及び
事業成長戦略を実現すべく、積極的な支援活動を継続的に展開してまいりました。ARUHIは従前
より素晴らしい商品開発力、販売ネットワーク、企業文化などを持っている会社でした。ARUHI
の経営陣、社員の皆様とカーライルにおける非常に強固な信頼関係を背景に、新しい形での金融
プラットフォームの構築への取り組みが本格化し、更なる成長への基盤が整ったため、この度上
場する決断にいたりました。このプラットフォームを基にアルヒが更なる顧客本位のソリューシ
ョンプロバイダーに進化できるよう引き続き支援していく所存です。この信頼関係があったから
こそ、大胆な施策を迅速に実行することが可能となり、当初に掲げた協働の目的を達成できたと
考えています。ARUHIの上場にあたり、経営陣、社員の皆様に改めて敬意と感謝の意を表すると
ともに、ARUHI の益々のご発展を祈念しております。」 
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【カーライル・グループについて】 
カーライル・グループ(CG:NASDAQ)は、グローバルに展開するオルタナティブ（代替）投資会
社で、2017 年 9 月30 日現在、119 のファンドおよび 180 のファンド・オブ・ファンズを運営
し、その運用額は総額で 1,740 億ドルにのぼります。カーライルの目的は、多くが年金基金であ
る投資家のために、賢明な投資を行い価値を創造することです。カーライルは、アフリカ、アジ
ア、オーストラリア、ヨーロッパ、中東、北米、南米において、4 つの分野「コーポレート・プ
ライベート・エクイティ」「リアルアセット」「グローバル・マーケット・ストラテジー」「イ
ンベストメント・ソリューション」で投資活動を展開しています。カーライル・グループは、航
空・防衛、ガバメントサービス、消費財・小売、エネルギー、金融、ヘルスケア、一般産業、不
動産、テクノロジー、サービス、通信、メディア、輸送など、幅広い業界における知見を有して
います。現在世界 6大陸の 31 のオフィスに 1,550 名以上の社員がいます。 
カーライルは、グローバルに展開するオルタナティブ投資会社の中で唯一、日本に特化した円建
てのバイアウト・ファンドを運用しており、これまでにバイアウト・ファンドより国内で 23 件
の投資を実行してまいりました。また、カーライルは、日本の中堅企業の海外展開、事業効率の
改善、経営インフラの強化などを支援してきた実績を有します。2015 年 9 月には、日本のバイ
アウト投資向け第 3 号ファンドであるカーライル・ジャパン・パートナーズⅢにつき、1,195 億
円（約 10 億ドル）のファンド規模により募集を完了いたしました。 
 
【アルヒ株式会社について】 
 
会社概要 

会社名 アルヒ株式会社 

設立 2000 年 6 月 9 日 

代表者 代表取締役会長兼社長 CEO 兼 COO：浜田 宏 

本社 〒106-6022 
東京都港区六本木一丁目 6 番 1 号 泉ガーデンタワー22 階 

資本金 60 億円（2017 年 7 月 1 日現在） 

事業内容 住宅ローンの貸し出し・取次業務、保険代理店業務、銀行代理業務 

従業員数 306 名（2017 年 7 月 1 日現在） 

  
以上 

 

 

 

報道関係の方からのお問い合わせ先     

■カーライル・グループ  

広報代理店：オグルヴィ・パブリック・リレーションズ・ワールドワイド・ジャパン株式会社 

担当：中山 奈央子/牧平香織 

Tel：03-5793-2388/2381E-mail：CarlylePress.Tokyo@ogilvy.com 


